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【【【【付加断熱付加断熱付加断熱付加断熱によるによるによるによる高断熱化高断熱化高断熱化高断熱化のののの理由理由理由理由】】】】

①①①①省省省省エネのエネのエネのエネの前前前前にににに健康健康健康健康・・・・快適快適快適快適のののの観点観点観点観点からからからから
居住環境（特に寒さに関する温度維持）が健康に与える影響することの認識から 快適、健康を維持する

ために設備を効率的に活用するにも建物の本体の高断熱化が不可欠、基本になります。

②②②②効率的効率的効率的効率的なななな省省省省エネエネエネエネ化化化化がががが低燃費低燃費低燃費低燃費へへへへ

省エネ（１次エネルギー消費量）は設備効率を設定、評価するための最低限の基準でしかありません。

本体の断熱性能を上げることにより高効率設備が生き、省エネ化が実現てきます。

【【【【付加断熱付加断熱付加断熱付加断熱のののの特徴特徴特徴特徴】】】】
・熱貫流率を小さくし、熱損失を大きく減らすことができます。

サッシの性能、日射遮蔽、取得を含め高効率な設備の使用に

より飛躍的に低燃費住宅ができます。

・外断熱（パレックス）、内断熱（セルースファイバー）と言っ

た断熱材を含めた材料の複層化によりそれぞれの長所を合わせ

て使用することに熱橋、結露などの弱点を低減できます。

・３０分防火認定取得、公的申請（フラット３５）など優遇にも

対応でができます。

内断熱 外断熱＋＋＋＋

付加断熱付加断熱付加断熱付加断熱

インサイトＰＣ

パレックス

高断熱性能を追求した付加断熱高断熱性能を追求した付加断熱高断熱性能を追求した付加断熱高断熱性能を追求した付加断熱
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③コストパフォーマンス

コストパフォーマンスコストパフォーマンス

コストパフォーマンス
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健康、快適と言った居住環境に関して躯体の高断熱化にかかる金額と高効率設備にかかる金額と比較した

場合、低燃費による光熱費の削減に加え耐用年数など考慮し長期的ランニングコストを考えた場合に金額

的なメリッが大変大きい。

設備依存型（効率よくエネルギーを使用する）考えではなく、できるだけ

できるだけできるだけ

できるだけ使用

使用使用

使用しない

しないしない

しない考

考考
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方方

方により、今後

懸念される化石燃料の枯渇に伴う電気、灯油、ガソリンなどの価格上昇にも対応できます。



ＩＰＰ

世界的なエネルギー資源の枯渇と環境問題。日本の低いエネルギー自給率、中東依存の偏った資源の輸入。

衝突事項、海賊、テロ攻撃など輸送上の問題やチョークポイントへの依存度。

これに加え原発問題によりエネルギー供給が途絶え電気、灯油、ガソリン、ガスの価格が高騰したら・・・

完成～２５年間を試算。

電気、ガス、灯油の価格は、

５年後 １．２５倍

１５年後 １．５０倍

になった場合を仮定、試算。

５年で・・・約５年で・・・約５年で・・・約５年で・・・約 ４８万円の違い！４８万円の違い！４８万円の違い！４８万円の違い！

１５年で・・・約１７０万円の違い！１５年で・・・約１７０万円の違い！１５年で・・・約１７０万円の違い！１５年で・・・約１７０万円の違い！

２５年で・・・約３２０万円の違い！２５年で・・・約３２０万円の違い！２５年で・・・約３２０万円の違い！２５年で・・・約３２０万円の違い！

５年後 １５年後 ２５年後

¥1,331,037

¥4,605,388

¥8,552,730

¥1,811,880

¥6,277,789

¥11,732,070

長期的な光熱費の差額長期的な光熱費の差額長期的な光熱費の差額長期的な光熱費の差額

付加断熱 次世代省エネレベル
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※設備条件等は同じで試算しております。

④

④④

④資産価値

資産価値資産価値
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のの
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国は今後新築住宅、中古住宅の活性化を含めた性能の向上とともに住宅の資産価値を評価していく方向に

あります。この場合設備に関しては評価対象外とされる可能性が高いです。

欧米では基本的に設備関係は評価対象外になっており、建物本体の性能が評価対象となっています。
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設備は耐用年数が短く取り替えが比較的容易ですが、躯体の変更は容易ではなくこれにかかる費用も大変

大きなものです。

状況に応じた高効率設備への変更、再生エネルギーの活用で更に低燃費化、ゼロエネルギー、ＬＣＣＭへ

対応が可能です。

高い水準の断熱性能は耐用年数に伴う

設備の買い替えまたは、太陽光発電な

どの再生エネルギーの途中導入により

時代に左右されない長期的な省エネ性

能を実現できます！
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